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帝
の
御
物
忌
と
臣
下
の
参
寵

深

i畢

瞳

は
じ
め
に

物
忌
の
主
体
が
帝
や
上
皇
な
ど
の
場
合
は
、
特
に
「
御
物
忌
」
と
い
い
、
ま
た
臣
下
な
ど
の
場
合
は
「
物
忌
」
と
い
う
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

帝
の
御
物
忌
に
当
た
り
、
臣
下
は
前
日
に
宮
中
へ
参
内
し
、
宿
直
し
た
。
こ
れ
を
参
龍
と
い
う
。
「
源
氏
物
語
巴
帯
木
巻
の
「
長
雨
晴
れ
間
な
き

こ
ろ
、
内
裏
の
御
物
忌
さ
し
つ
づ
き
て
、

い
と
ど
長
居
さ
ぶ
ら
ひ
た
ま
ふ
を
」
（
新
全
集
・
五
四
頁
）

で
始
ま
る
「
雨
夜
の
品
定
め
」
は
、
桐
査

帝
の
御
物
忌
に
光
源
氏
ら
が
参
議
し
た
時
の
様
子
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
参
議
は
物
語
の
場
面
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の
設
定

の
意
義
を
考
え
て
い
く
上
で
、
史
実
で
の
参
龍
の
様
子
を
整
理
、
把
握
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
ろ
う
。

従
来
の
参
龍
に
関
す
る
研
究
で
は
、
参
龍
す
る
時
刻
や
期
間
を
明
ら
か
に
は
し
て
い
る
も
の
の
、
そ
れ
以
上
の
こ
と
を
把
握
す
る
ま
で
に
は

至
っ
て
い
な
い
感
が
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
こ
の
参
龍
に
注
目
し
、
以
下
の
四
点
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
。

（l
）
参
龍
の
時
刻
・
期
間
・
様
子

（2
）
参
龍
の
召
集

帝
の
御
物
忌
と
臣
下
の
参
箆



（3
）
御
物
忌
へ
不
参
龍
の
場
合

（4
）
不
参
議
者
を
参
入
さ
せ
る
措
置

こ
れ
ら
の
項
目
に
つ
い
て
、
主
に
藤
原
実
資
の
『
小
右
記
」
を
用
い
て
、
そ
の
実
態
を
整
理
し
て
い
き
た
い
。
な
お
、
『
小
右
記
』
「
御
堂
関

白
記
」
は
大
日
本
古
記
録
、
『
権
記
』
「
村
上
天
皇
御
記
』
は
史
料
大
成
を
使
用
し
、
そ
の
他
の
史
料
は
適
宜
表
示
し
た
。

い
ず
れ
も
表
記
は
一

v
o
r
h
こ品央、
ζ

一こ。

立口

4
4
l
担

u
z
f

物
忌
に
つ
い
て

ま
ず
、
物
忌
の
概
念
と
日
数
の
法
則
に
つ
い
て
記
し
て
お
き
た
い
。

一
定
の
期
間
主
と
し
て
自
宅
（
帝
の
場
合
は
清
涼
殿
）
に
龍
る
こ
と
を
い
う
。
物
忌
日
は
、

怪
異
や
悪
夢
の
際
、
陰
陽
師
の
六
壬
式
上
口
（
六
壬
式
盤
に
よ
る
占
い
）
に
よ
っ
て
占
申
さ
れ
た
。

物
忌
と
は
、
凶
事
災
厄
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、

物
忌
が
行
わ
れ
る
日
数
は
、
二
日
、
四
日
、
六
日
と
い
っ
た
具
合
に
、
偶
数
日
で
連
続
し
て
行
わ
れ
る
の
が
常
で
あ
る
。
日
は
干
支
で
示
さ

れ
る
が
、
連
続
し
た
物
忌
日
は
、
干
支
の
う
ち
十
干
が
五
行
（
木
火
土
金
水
）
に
配
当
さ
れ
た
時
の
組
み
合
わ
せ
に
関
係
す
る
。
す
な
わ
ち
、

木
は
甲
乙
、
火
は
丙
丁
、
土
は
戊
己
、
金
は
庚
申
、
水
は
壬
発
と
な
り
、

五
行
を
同
じ
く
す
る
兄
弟
（
え
と
）
が
物
忌
の
一
塊
と
な
る
の
で
、

物
忌
は
二
日
を
一
単
位
と
す
る
の
で
あ
る
。
ま
た
兄
弟
は
、
甲
両
戊
庚
壬
が
陽
、
乙
了
己
辛
突
が
陰
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
陰
陽
の
組
み
合
わ
せ

に
な
っ
て
い
て
切
り
離
せ
な
い
こ
と
か
ら
も
、
甲
乙
、
丙
丁
、
と
い
う
具
合
に
、
物
忌
日
が
設
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
五
行
説
と

絡
ん
で
の
日
数
の
法
則
性
は
、
陰
陽
道
な
ら
で
は
の
物
忌
の
在
り
方
で
あ
ろ
う
。



参
議
の
時
刻
・
期
間
・
様
子

そ
れ
で
は
、
御
物
忌
に
参
寵
す
る
時
刻
か
ら
検
討
し
て
い
き
た
い
。
『
禁
秘
抄
』
（
新
校
群
書
類
従
・
第
二
O
）
に
は
、
そ
の
時
刻
に
つ
い
て

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

御
物
忌
時
初
参
龍
人
。
丑
時
可
参
之
。
（
中
略
）
丑
杭
己
後
。
参
入
人
不
候
以
前
可
参
歎
。

参
龍
の
刻
限
は
、
御
物
忌
前
日
の
丑
の
刻
で
あ
っ
た
。
丑
の
刻
は
一
日
の
終
わ
り
を
示
す
時
刻
な
の
で
、
御
物
忌
の
前
日
に
参
内
し
宿
直
す
る

こ
と
に
な
る
。
「
枕
草
子
』
「
頭
弁
の
、
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
」
艇
に
も
記
述
が
あ
る
が
、
『
権
記
』
に
も
参
龍
時
刻
を
示
す
記
事
が
あ
る
。

①

又

参

内

、

依

御

物

忌

丑

魁

参

上

、

（

『

権

記

」

寛

弘

元

年

一

一

一

月

廿

一

日

条

）

右
に
は
参
内
し
た
時
刻
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
例
は
あ
ま
り
な
い
。
記
録
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
時
刻
へ
の
認
識
が
か
な

（
「
禁
秘
抄
」
）

り
浸
透
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

御
物
忌
は
最
低
で
も
二
日
は
続
く
が
、
臣
下
は
御
物
忌
の
全
日
程
に
参
龍
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
既
に
「
御
物
忌
が

四
日
、
六
日
と
続
く
場
合
、
そ
の
期
間
中
、
常
に
内
裏
に
滞
在
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、
伺
候
し
た
い
日
の
前
日
さ
え
候

宿
す
れ
ば
よ
か
っ
た
」
と
指
摘
さ
れ
て
い
話
。
四
日
連
続
の
御
物
忌
と
し
て
「
小
右
記
』
に
は
次
の
よ
う
な
記
事
が
あ
る
が
、
実
資
は
、
二
日

目
の
早
朝
に
退
出
し
て
い
る
。

②
詣
室
町
、
入
夜
参
内
、
候
宿
、
従
今
日
四
A
l
日
御
物
忌

③
早
朝
、
退
出

④
早
朝
参
左
府
、
従
明
日
可
始
除
目
之
由
、
依
仰
事
也
、
今
日
召
諸
卿
、
今
夜
可
龍
候
御
物
忌
之
由
、
可
廻
仰
之
旨
同
申
之
、
還
参
内
、
以

蔵
人
恒
昌
令
奏
此
由
、
依
御
物
忌
令
惇
奏
也
、
内
蔵
・
大
炊
等
令
仰
饗
飯
等
事
、
大
関
紙
可
渡
外
記
之
由
仰
之
了
、
入
夜
参
内

「
小
右
記
」
天
元
五
年
正
月
廿
三
日
条
）

（
『
小
右
記
』
天
元
五
年
正
月
廿
四
日
条
）

（
「
小
右
記
」
天
元
五
年
正
月
廿
五
日
条
）

帝
の
御
物
忌
と
臣
下
の
参
箆



四

⑤
今
日
除
目
議
始
、
申
時
左
大
臣
・
右
大
臣
等
参
上
、
太
相
国
依
御
物
忌
不
被
参
也
、
難
然
猶
敷
御
座
亥
時
退
下
、
是
日
、
来
月
祈
年
等
祭

延
引
之
例
、
外
記
相
如
勘
奉
之
、
被
仰
云
、
太
相
府
可
定
申
者

『
小
右
記
」
天
元
五
年
正
月
廿
六
日
条
）

②
の
傍
線
部
に
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
日
か
ら
四
日
連
続
の
御
物
忌
が
始
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
御
物
忌
一
一
一
日
目
の
④
で
は
、
左
大
臣
源
雅
信

が
、
翌
日
の
除
目
始
に
備
え
て
諸
卿
を
呼
び
、
参
議
さ
せ
る
べ
き
と
し
た
記
事
が
あ
る
。
御
物
忌
へ
の
途
中
日
か
ら
の
参
入
の
例
で
あ
り
、
先

の
指
摘
に
あ
っ
た
よ
う
に
参
龍
は
必
要
に
応
じ
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
帝
の
御
物
忌
に
は
全
日
参
寵
し
な
く
て
も
差
し
支
え
な
か
っ

た
の
で
あ
る
。

次
に
、
参
龍
日
の
臣
下
の
様
子
を
み
て
い
き
た
い
。

⑥

参

大

内

、

依

御

物

忌

不

参

御

前

、

入

夕

与

女

罷

出

（

『

御

堂

関

白

記

』

寛

弘

八

年

四

月

一

日

条

）

⑦
今
明
内
御
物
思
、
左
大
臣
参
入
、
被
奏
山
陵
使
日
時
勘
文
・
使
差
文
等
、
〔
柏
原
・
村
上
二
陵
也
、
是
依
告
立
后
令
中
敷
、
依
天
徳
例
〕
依

（
「
小
右
記
』
天
元
五
年
六
月
廿
六
日
条
）

③
（
略
）
穣
祭
日
可
参
粛
院
之
宰
相
事
、
有
園
、
先
日
可
奏
聞
由
仰
左
中
弁
、
而
忘
失
、
子
今
不
奏
、
依
御
物
忌
今
日
不
能
奏
問
者
、
以
蔵

人

隆

光

令

奏

聞

、

依

請

者

（

以

下

省

略

）

（

『

小

右

記

」

寛

弘

二

年

四

月

一

四

日

条

）

⑨
源
中
将
語
云
、
昨
於
御
前
有
作
文
、
題
云
、
草
樹
減
秋
聾
〔
以
同
為
韻
、
七
言
六
韻
〕
、
是
密
宴
遊
云
々
、
左
右
大
臣
・
宰
相
中
将
龍
候
御

物
忌
云
々
、
昨
午
魁
給
題
、
今
日
巳
魁
講
、
有
御
製
云
々
、
又
両
府
献
詩
、

御
物
忌
、
於
御
簾
外
読
奏
之
（
以
下
省
略
）

（
「
小
右
記
』
長
保
元
年
九
月
十
日
条
）

⑥
の
よ
う
に
、
御
物
忌
中
は
帝
の
御
前
に
参
上
し
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
御
物
忌
を
妨
げ
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
た
め
帝
へ
奏
聞
す
べ
き
こ
と

が
生
じ
た
際
に
は
、
⑦
⑧
の
よ
う
な
対
処
が
と
ら
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
傍
線
部
に
示
し
た
よ
う
に
、
御
簾
を
隔
て
た
り
、
蔵
人
を
介
し
た
り
し

て
奏
聞
し
て
い
る
。
物
忌
は
、
龍
居
す
る
こ
と
が
基
本
な
の
で
、
遮
断
さ
れ
た
外
部
と
応
接
す
る
に
は
、
⑦
⑧
の
よ
う
な
対
処
が
と
ら
れ
た
の

で
あ
ろ
う
。
⑨
は
、
前
日
の
記
事
に
「
道
方
朝
臣
龍
候
内
御
物
忌
」
と
あ
る
の
で
、
御
物
忌
中
の
帝
の
御
前
で
遊
び
が
あ
っ
た
こ
と
を
い
う
。

⑨
は
⑥
と
対
照
的
で
あ
る
が
、
御
物
忌
中
で
も
帝
・
臣
下
と
も
に
気
軽
・
な
態
度
で
過
ご
さ
れ
る
こ
と
が
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。



帝
と
係
わ
ら
な
い
時
の
参
龍
者
の
様
子
に
つ
い
て
は
、
そ
の
多
く
が
「
龍
候
内
御
物
忌
」
と
い
う
記
事
だ
け
で
あ
る
。
過
ご
し
方
を
記
録
し

た
も
の
は
少
な
い
わ
け
だ
が
、
次
の
よ
う
な
例
が
見
ら
れ
る
。

⑩
早
朝
罷
出
、
入
夜
帰
参
、
怠
対
傾
斜
記
械
傑
宿
師
、
依
明
日
試
楽
事
、
被
龍
御
物
忌
也
、
（
以
下
省
略
）

「
小
右
記
』
永
延
二
年
二
一
月
四
日
条
）

⑪
今
日
臨
時
祭
試
楽
、
（
中
略
）
、
左
大
将
士
タ
被
候
幣
宿
所
、
今
朝
有
食
儲
、
被
龍
御
物
忌
之
公
卿
、
皆
於
宿
所
有
飲
食
、
（
以
下
省
略
）

「
小
右
記
』
永
延
二
年
二
一
月
五
日
条
）

⑫
（
略
）
候
御
物
忌
人
々
内
府
・
皇
太
后
宮
大
夫
・
源
中
納
言
・
左
衛
門
督
・
右
宰
相
中
将
・
左
兵
衛
督
・
源
宰
相
、
宿
所
儲
食
物
、

（
以
下
省
略
）

（
『
御
堂
関
白
記
』
寛
弘
七
年
三
月
一
五
日
条
）

⑬
（
略
）
参
大
内
、
侠
御
物
忌
ー
候
宿
所
、
（
以
下
省
略
）

⑭
（
略
）
入
夜
参
／
龍
内
御
物
忌
、
子
時
許
洞
院
西
大
道
西
遺
小
宅
焼
亡
、
密
々
徒
歩
、
向
焼
亡
所
、
即
帰
参
、
侍
臣
両
三
人
相
従

（
『
御
堂
関
白
記
』
長
和
二
年
正
月
一
四
日
条
）

（
『
小
右
記
』
天
元
五
年
三
月
廿
六
日
条
）

⑮
従
内
有
喚
、
〔
定
頼
以
書
札
告
召
由
〕
、
即
参
入
、
依
御
物
忌
不
参
上
殿
上
、
詣
摂
政
宿
所
、
拾
謁
、
良
久
清
談
、
以
後
復
陣
、
大
殿
被

巡
検
内
裏
、
摂
政
同
被
参
会
、
余
依
有
樺
不
能
追
従
、
（
以
下
省
略
）

『
小
右
記
』
寛
仁
二
年
四
月
廿
五
日
条
）

⑩
⑪
⑬
の
波
線
部
の
よ
う
に
、
御
物
忌
へ
参
龍
す
る
臣
下
は
各
自
の
宿
所
に
候
宿
し
た
。
さ
ら
に
⑪
⑫
の
傍
線
部
に
は
、
宿
所
で
食
事
の
配
給

が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。
⑭
は
、
参
／
龍
中
に
一
旦
宮
中
を
抜
け
出
し
て
、
ま
た
帰
参
し
た
記
事
で
あ
る
。
し
か
し
、
傍
線
部
に
「
密
々
」

と
あ
る
よ
う
に
、
公
然
と
内
裏
を
出
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

⑮
は
実
資
が
殿
上
の
問
へ
参
上
せ
ず
、
摂
政
藤
原
頼
通
の
宿
所
を
訪
れ
、
話
を
し
た
と
の
記
事
で
あ
る
。
こ
の
日
は
、
⑮
点
線
部
と
『
御
堂

（

9
）
 

関
白
記
」
に
、
頼
通
が
道
長
と
と
も
に
新
造
内
裏
を
巡
検
し
た
と
の
記
述
が
あ
る
の
で
、
頼
通
は
宿
所
に
候
じ
て
い
る
が
、
参
龍
し
て
い
る
と

は
推
断
で
き
な
い
。
ま
た
、
参
議
す
る
際
に
は
殿
上
口
の
立
蔀
付
近
に
て
伺
候
の
意
を
示
す
の
で
、
殿
上
の
間
へ
参
上
し
て
い
な
い
実
資
も
参

帝
の
御
物
忌
と
臣
下
の
参
／
箆

五



ム

ノ、

龍
者
と
な
り
得
な
い
。
実
資
・
頼
通
と
も
に
参
寵
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
御
物
忌
中
に
臣
下
の
宿
所
へ
の
入
退
出
は
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
が

分
か
る
。
と
に
か
く
、
御
物
忌
を
妨
げ
る
こ
と
さ
え
し
な
け
れ
ば
よ
か
っ
た
の
で
あ
る
。

以
上
、
参
議
の
時
刻
や
様
子
な
ど
で
分
か
っ
た
こ
と
は
次
の
七
点
で
あ
る
。

ア

参
龍
の
刻
限
は
丑
の
刻
で
あ
り
、
広
く
臣
下
に
認
識
さ
れ
て
い
た
。

イ

連
続
す
る
御
物
忌
に
は
、
全
日
参
龍
し
な
く
て
も
差
し
支
え
な
い
。

ウ

御
物
忌
中
の
奏
聞
は
、
御
簾
を
隔
て
た
り
、
蔵
人
を
介
し
て
行
わ
れ
る
。

コ二

気
軽
に
過
ご
さ
れ
る
例
と
し
て
、
御
物
忌
中
に
帝
の
御
前
で
遊
び
が
行
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。

オ

参
龍
す
る
場
所
は
主
に
各
自
の
宿
所
で
あ
り
、
そ
こ
で
食
事
が
配
給
さ
れ
た
。

カ

参
龍
中
に
、
臣
下
は
内
裏
を
出
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

キ

臣
下
の
宿
所
へ
の
入
退
出
は
、
参
龍
し
な
く
て
も
で
き
た
。

帝
の
御
物
忌
と
い
う
と
、
何
か
と
拘
束
さ
れ
る
こ
と
ば
か
り
の
よ
う
だ
が
、

エ
・
カ
・
キ
の
よ
う
に
気
軽
な
態
度
も
認
め
ら
れ
て
い
た
。
参
龍

に
つ
い
て
も
、
時
刻
の
決
ま
り
が
あ
る
割
に
、
参
龍
の
是
非
は
個
人
任
せ
と
い
う
側
面
が
目
立
つ
し
、
そ
の
過
ご
し
方
に
も
特
に
規
制
は
認
め

ら
れ
な
い
。
こ
れ
は
、
た
と
え
帝
の
御
物
忌
と
い
え
ど
も
、
対
象
と
な
る
帝
さ
え
、
き
ち
ん
と
龍
っ
て
い
れ
ば
問
題
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
示

す
の
で
あ
ろ
う
。

参
寵
の
召
集

臣
下
は
、
参
龍
す
る
に
当
た
っ
て
、
予
め
帝
の
御
物
忌
日
を
把
握
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
臣
下
に
帝
の
御
物
忌
日
を
知
ら
せ
る
手
段

は
、
古
記
録
で
二
通
り
の
仕
方
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
o

一
つ
は
掲
示
に
よ
る
予
告
、
も
う
一
つ
は
参
龍
要
請
の
通
達
で
あ
る
。



ま
ず
、
掲
示
に
よ
る
御
物
忌
日
の
予
告
か
ら
み
て
い
き
た
い
。

⑮
出
納
令
申
云
、
明
日
御
読
経
結
願
、
又
御
物
忌
、
今
夜
可
龍
候
者
、
令
申
有
所
労
之
由
、
後
問
、
明
日
非
御
物
忌
、
誤
蔵
人
・
出
納
等

所

書

云

々

、

可

謂

至

愚

歎

（

『

小

右

記

』

寓

寄

元

年

十

月

廿

八

日

条

）

傍
線
部
に
、
蔵
人
と
出
納
が
御
物
忌
日
を
室
田
き
誤
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
御
物
忌
の
日
に
ち
が
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

童
日
か
れ
た
も
の
は
、
次
の
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑫
官
奏
日
事
今
朝
重
問
遣
権
弁
朝
臣
、
報
云
、
賢
所
鳴
御
物
忌
出
来
、
明
日
・
明
々
日
也
、
外
宿
人
可
参
由
云
々
、
怯
取
案
内
明
日
可
令
申

者
、
事
依
不
審
問
遣
左
頭
中
将
許
、
注
送
云
、
七
八
十
三
四
日
御
物
忌
者
、
如
示
送
者
九
日
巳
非
御
物
忌
、
旬
以
此
旨
示
遣
権
弁
許
、
使

者
相
逢
途
中
、
令
申
云
、
九
日
御
物
忌
注
付
殿
上
暦
、
頭
中
将
所
令
申
也
、
如
何
、
但
明
日
参
入
可
令
申
者
、

『
小
右
記
』
治
安
三
年
十
二
月
六
日
条
）

御
物
忌
日
は
、
殿
上
暦
に
注
と
し
て
書
か
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
殿
上
暦
が
掲
示
さ
れ
た
場
所
に
つ
い
て
は
、
「
侍
中
群
要
』
「
御
物
忌
」

項
（
続
々
群
書
類
従
）

の
記
事
に
あ
る
。

其
月
其
日
（
三
丈
字
欠
字
）
令
書
出
納
押
殿
上
北
壁
西
第
二
於
陪
膳
（
以
下
欠
字
）

（
「
侍
中
群
要
』
）

殿
上
の
聞
の
北
側
の
壁
、
西
か
ら
第
二
聞
の
所
へ
掲
げ
ら
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
殿
上
の
聞
は
、
公
卿
や
殿
上
人
が
日
常
的
に
伺
候
す
る
場
所

な
の
で
、
帝
の
御
物
忌
日
も
彼
ら
へ
の
連
絡
事
項
の
一
つ
と
し
て
知
ら
さ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
臣
下
は
各
自
、
殿
上
暦
で
帝
の
御
物
忌
日
を

確
認
し
、
必
要
と
あ
ら
ば
参
龍
し
て
い
た
こ
と
に
な
る
。

ま
た
、
臣
下
は
帝
の
御
物
忌
日
を
把
握
し
て
、
宮
中
行
事
と
重
複
し
た
場
合
の
事
前
対
策
を
練
る
必
要
が
あ
っ
た
。

⑬
一
両
人
々
云
、
十
九
日
首
御
物
忌
、
不
可
有
行
幸
、
今
日
可
有
定
云
々
、

⑮
廿
八
・
九
日
内
御
物
忌
、
相
撲
定
被
縮
行
歎
、
廿
六
七
日
歎

⑬
で
は
、
賀
茂
行
幸
の
日
が
御
物
忌
と
な
っ
た
の
で
、
行
幸
は
行
え
な
く
な
り
、
新
た
に
日
取
り
を
決
め
る
べ
き
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
⑬

（
「
小
右
記
』
寛
仁
元
年
八
月
九
日
条
）

『
小
右
記
」
寓
毒
四
年
七
月
八
日
条
）

帝
の
御
物
己
主
臣
下
の
参
議

七



｝＼ 

で
は
、
相
撲
の
節
会
が
御
物
忌
と
重
な
っ
た
た
め
、
節
会
を
繰
り
上
げ
て
行
う
か
、
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
二
例
か
ら
、
殿
上
暦
に
帝
の
御
物
忌
日
が
注
さ
れ
た
の
は
、
宮
中
行
事
と
の
重
複
を
避
け
る
た
め
の
対
策
で
も
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

次
に
、
参
龍
要
請
の
通
達
に
つ
い
て
見
て
い
く
。
ま
ず
、
『
小
右
記
』
か
ら
該
当
す
る
記
事
を
一
覧
表
に
し
て
み
た
が
、
こ
の
表
か
ら
分
か
る

」
と
は
三
点
あ
る
。

ま
ず
一
点
目
は
、
宮
中
か
ら
参
龍
要
請
が
あ
る
場
合
、
通
達
者
が
限
定
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
通
達
者
は
、
小
舎
人
が
二
例
、
蔵
人
所

衆
と
出
納
が
そ
れ
ぞ
れ
一
例
、
内
臥
一
一
は
九
例
で
あ
る
。

い
ず
れ
も
蔵
人
所
と
関
わ
る
者
ば
か
り
な
の
で
、
参
龍
要
請
の
通
達
は
蔵
人
所
の
仕
事

で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
、
次
に
一
不
す
『
村
上
天
皇
御
記
』

の
記
事
も
、
通
達
が
蔵
人
所
の
仕
事
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
「
村
上
天
皇
御
記
』
磨
和
二
年
六
月
廿
九
日
条
）

蔵
人
ら
の
慨
怠
に
よ
り
参
龍
者
が
揃
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
参
龍
の
召
集
は
蔵
人
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

二
点
目
は
、
宮
中
行
事
の
前
日
に
通
達
が
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
表
の

B
と
K
以
外
で
は
、
宮
中
行
事
を
翌
日
に
控
え
て
い
る
し
、

J
は
翌
日

の
記
事
か
ら
石
清
水
臨
時
祭
の
前
日
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。
参
龍
は
、
単
に
帝
の
御
物
忌
へ
龍
候
す
る
だ
け
で
な
く
、
御
物
忌
と
重

複
し
た
宮
中
行
事
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
（
次
節
参
照
）
。

三
点
目
は
、
通
達
を
受
け
た
場
合
の
参
龍
率
が
極
め
て
低
い
こ
と
で
あ
る
。

A・

c
－

K
－

M
の
四
例
を
除
い
て
、
参
議
を
断
っ
て
い
る
。

帝
の
御
物
忌
日
は
殿
上
暦
に
よ
っ
て
、
臣
下
へ
予
告
さ
れ
て
い
た
の
だ
か
ら
、
そ
れ
で
も
な
お
参
龍
せ
ず
に
い
た
の
は
、
も
と
も
と
そ
の
気
が

な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
参
龍
の
要
請
を
受
け
て
も
所
労
な
ど
を
理
由
に
し
て
断
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

以
上
、
参
龍
の
召
集
に
つ
い
て
は
、
次
の
五
点
に
纏
め
ら
れ
る
。

ア

帝
の
御
物
忌
日
は
、
蔵
人
所
に
よ
っ
て
、
予
め
殿
上
暦
に
記
入
さ
れ
た
。

イ

宮
中
行
事
に
よ
っ
て
は
、
御
物
忌
日
と
の
重
複
を
避
け
る
対
策
が
な
さ
れ
た
。

ウ

参
議
要
請
の
通
達
は
、
蔵
人
所
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た
o
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。

コ二

参
龍
が
要
請
さ
れ
る
と
き
は
、
総
じ
て
宮
中
行
事
を
翌
日
に
控
え
て
い
る
。

オ

参
龍
は
所
労
や
障
り
を
理
由
に
断
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

ウ
以
下
は
、
「
小
右
記
」
に
見
ら
れ
る
全
て
の
参
龍
要
請
記
録
か
ら
検
討
し
た
結
果
で
あ
る
。
通
達
に
よ
る
参
議
の
召
集
は
、
ウ
以
下
に
示
し
た

傾
向
で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

四

御
物
忌
へ
不
参
龍
の
場
合

御
物
忌
へ
不
参
龍
で
あ
る
時
、
そ
の
影
響
が
顕
著
に
見
ら
れ
る
の
が
、
宮
中
行
事
と
重
複
し
た
場
合
で
あ
る
。
帝
の
御
物
忌
日
と
宮
中
行
事

が
重
複
し
た
時
は
、
参
議
し
な
け
れ
ば
行
事
参
加
へ
支
障
を
き
た
し
た
。
ど
の
よ
う
な
支
障
が
生
じ
た
か
の
例
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
事
が

あ
る
。＠

早
朝
所
司
参
上
、
奉
仕
御
装
束
、
〔
如
除
目
議
〕
、
左
大
臣
以
下
着
議
所
、
太
相
参
上
候
御
前
、
次
依
召
諸
卿
参
上
、
〔
左
大
臣
・
右
大
臣
・

右
大
将
、
件
三
人
龍
候
御
物
忌
、
他
公
卿
依
不
龍
御
物
忌
、
候
陣
座
〕
、
（
『
小
右
記
』
天
元
五
年
正
月
六
日
条
）

波
線
部
に
は
参
龍
し
た
者
の
動
向
が
、
傍
線
部
に
は
参
龍
し
な
か
っ
た
者
の
動
向
が
記
さ
れ
て
い
る
。
参
／
龍
し
た
者
達
が
除
目
の
議
所
へ
候
ず

る
の
に
対
し
て
、
参
龍
し
な
か
っ
た
者
達
は
陣
へ
候
じ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
御
物
忌
が
宮
中
行
事
と
重
な
っ
た
時
は
、
参
龍
し
な
け
れ
ば
行
事

と
直
接
関
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
が
分
か
る
。

行
事
執
行
の
役
に
就
く
者
に
は
、
参
龍
し
た
上
で
の
行
事
参
加
が
求
め
ら
れ
た
の
で
、
不
参
龍
の
場
合
は
、
代
替
者
が
執
行
し
た
。

＠
申
時
所
司
供
御
薬
、
今
日
後
取
紀
伊
守
渡
、
〔
渡
昨
日
後
取
（
一
文
字
欠
字
）
不
龍
御
物
忌
の
左
衛
門
尉
宣
孝
勤
件
役
〕
、

（
『
小
右
記
』
天
元
五
年
正
月
三
日
条
）

後
取
の
役
を
務
め
る
は
ず
で
あ
っ
た
紀
伊
守
渡
は
、
御
物
忌
に
参
龍
し
な
か
っ
た
た
め
、
藤
原
宣
孝
が
代
替
を
務
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ



に
関
連
す
る
こ
と
が
『
禁
秘
抄
」
に
書
か
れ
て
い
る
。

元
三
御
物
忌
如
女
官
後
取
等
参
龍

元
日
か
ら
ゴ
一
日
間
に
帝
の
御
物
忌
が
当
た
っ
た
場
合
は
、
女
官
や
後
取
は
正
月
節
会
で
の
役
割
が
あ
る
の
で
、
参
龍
し
て
行
事
執
行
に
不
都
合

（
『
禁
秘
抄
』
）

が
な
い
よ
う
備
え
て
お
く
よ
う
に
、
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
、
＠
は
紀
伊
守
渡
の
不
手
際
を
記
し
た
記
事
に
な
る
。

以
上
、
参
龍
し
な
か
っ
た
場
合
を
整
理
す
る
と
、
次
の
二
点
に
絞
ら
れ
る
。

ア

宮
中
行
事
で
は
、
不
参
龍
者
は
行
事
執
行
の
場
へ
行
け
な
い
。

イ

執
行
の
役
に
予
め
決
ま
っ
て
い
て
も
、
不
参
龍
で
あ
れ
ば
代
脊
者
が
設
け
ら
れ
た
。

宮
中
行
事
と
御
物
忌
が
重
な
っ
た
時
に
は
、
参
／
龍
し
な
け
れ
ば
行
事
参
加
に
支
障
を
き
た
し
た
。
だ
か
ら
、
行
事
進
行
と
直
接
関
わ
る
者
に
は

特
に
参
龍
が
求
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

五

不
参
龍
者
を
参
入
さ
せ
る
措
置

臣
下
は
必
要
に
応
じ
て
帝
の
御
物
忌
へ
参
龍
し
て
い
た
。
し
か
し
、
参
議
者
が
不
足
し
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
っ
た
。
御
物
忌
中
は
、
参
龍
し

な
け
れ
ば
宮
中
行
事
へ
の
参
加
に
支
障
を
き
た
し
た
り
、
帝
の
御
前
へ
参
上
で
き
な
い
と
さ
れ
る
中
で
、
御
物
忌
当
日
の
人
員
補
充
は
ど
の
よ

う
に
行
わ
れ
た
の
か
を
み
て
い
き
た
い
。

⑫
今
日
御
物
忌
、
而
覆
推
軽
者
、
伺
先
修
御
諏
諦
、
外
宿
人
参
入
、
（
「
小
右
記
』
天
元
五
年
正
月
一
日
条
）

＠
今
日
臨
時
祭
、
使
左
近
中
将
道
頼
朝
臣
、
御
前
儀
如
恒
、
摂
政
被
候
簾
中
、
今
日
内
御
物
忌
、
依
覆
推
外
宿
参
入
、

（
『
小
右
記
』
永
一
昨
元
年
十
一
月
廿
日
）

⑫
は
、
参
／
龍
者
が
不
足
し
て
い
た
と
い
う
記
述
は
な
い
が
、
外
宿
人
を
参
入
さ
せ
る
た
め
に
覆
推
を
し
て
い
る
。
覆
推
と
は
、
御
物
忌
を
占
い

帝
の
御
物
忌
と
臣
下
の
参
箆



（日）

直
し
、
軽
重
を
み
る
も
の
で
あ
る
。
軽
重
の
結
果
に
よ
っ
て
、
そ
の
日
の
身
の
処
し
方
が
決
め
ら
れ
て
い
く
。
こ
の
場
合
は
程
度
の
軽
い
御
物

忌
と
い
う
結
果
に
な
っ
た
の
で
、
外
宿
人
を
参
入
さ
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
＠
＠
に
は
外
宿
人
を
補
充
し
た
理
由
が
書
か
れ
て
い
な
い
の
で
、

何
の
た
め
に
行
わ
れ
た
か
は
定
か
で
な
い
。
⑫
は
覆
推
の
結
果
が
記
さ
れ
て
い
な
い
が
、
⑫
を
参
考
に
す
る
な
ら
、
程
度
の
軽
い
御
物
忌
と
分

か
っ
た
か
ら
、
外
宿
人
を
参
入
さ
せ
た
と
推
測
で
き
る
。

ま
た
、
覆
推
せ
ず
に
外
宿
人
を
参
入
さ
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

＠
中
将
云
、
去
夜
依
頻
召
参
御
仏
名
、
藤
中
納
言
・
左
大
弁
候
、
難
御
物
忌
依
仰
外
宿
上
達
部
参
入
、（

「
小
右
記
』
蔦
奪
回
年
十
二
月
廿
日
条
）

右
の
よ
う
に
、
帝
の
要
請
に
応
じ
て
外
宿
人
が
参
入
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
先
程
引
用
し
た
「
村
上
天
皇
御
記
』
も
再
度
引
用
す
る
。

難
嘗
御
物
忌
以
外
宿
人
令
供
奉
。
昨
日
不
令
召
候
。
蔵
人
等
悌
怠
也
。
遣
使
七
箇
寺
諦
経
。
物
忌
之
間
外
宿
人
参
入
也
。

（
『
村
上
天
皇
御
記
』
麿
和
二
年
六
月
廿
九
日
条
）

蔵
人
の
悌
怠
に
よ
り
参
龍
者
が
い
な
か
っ
た
た
め
、
外
宿
人
を
参
入
さ
せ
た
と
さ
れ
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
御
物
忌
当
日
に
、
前
日
か
ら
参
龍
し
て
い
な
か
っ
た
者
は
基
本
的
に
参
入
で
き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
た
が
、
覆
推
な

ど
に
よ
り
、
必
要
に
応
じ
て
参
入
が
認
め
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
人
員
の
不
足
に
際
し
、
御
物
忌
日
の
当
日
参
入
と
い
う
打
開
策
が

（ロ）

設
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
御
物
忌
日
を
都
合
良
く
過
ご
す
た
め
の
措
置
で
あ
っ
た
と
い
え
る
。

企士
耶口

ぴ

参
議
は
単
に
帝
の
御
物
忌
へ
龍
候
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
宮
中
行
事
へ
の
参
加
や
進
行
と
も
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
参
龍
の
他
に

も
、
覆
推
で
程
度
の
軽
い
御
物
忌
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
れ
ば
、
御
物
忌
中
の
帝
の
御
前
へ
参
上
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
参
龍
は
、
御
物
忌
中
の



宮
中
行
事
な
ど
に
対
応
す
べ
く
、
臣
下
が
と
っ
た
御
物
忌
へ
の
対
処
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

な
お
、
初
め
に
提
示
し
た
『
源
氏
物
語
』
菅
木
巻
の
御
物
忌
参
龍
場
面
は
、
本
稿
で
述
べ
た
よ
う
に
、
臣
下
の
気
軽
な
参
龍
態
度
や
中
途
参

入
も
認
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
史
実
に
則
っ
た
場
面
設
定
で
あ
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
こ
の
御
物
忌
設
定
の
意
味
に
つ
い
て
は
別
稿
で
論

じ
た
い
。

T注

三
和
礼
子
氏
「
物
忌
考
」
（
「
陰
陽
道
叢
書
回
古
代
」
名
著
出
版
、
一
九
九
一
年
九
月
。
初
出
は
『
宗
教
研
究
』
第
一
四
九
号
、
一
九
五
六
年
一

O
月）、

加
納
重
文
氏
「
平
安
中
期
の
『
物
忌
」
に
つ
い
て
」
（
『
古
代
文
化
』
一
九
七
一
年
一
一
会
月
）
、
石
埜
敬
子
・
加
藤
静
子
中
嶋
朋
恵
氏
「
御
堂
関
白
記
注

釈
ノ
l
ト
（
七
）
」
（
『
国
文
学
言
語
と
文
芸
』
一

O
O
号
、
一
九
八
六
年
二
一
月
）

六
壬
式
占
に
よ
る
物
忌
日
の
決
め
方
に
つ
い
て
は
、
小
坂
員
二
氏
「
物
忌
と
陰
陽
道
の
六
壬
式
占
そ
の
指
期
法
・
指
方
法
・
指
年
法
」
（
『
後
期
摂

関
時
代
史
の
研
究
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
O
年
三
月
）
や
、
同
氏
「
自
筆
本
『
御
堂
関
白
記
』
の
物
忌
注
記
に
つ
い
て
」
（
『
東
洋
研
究
」
一
二
七
号
、

一
九
九
八
年
一
月
）
に
詳
し
い
。

三
和
氏
（
注
l
）
は
、
『
暦
林
問
答
集
」
（
上
、
釈
十
干
十
二
支
・
第
二
十
三
）
を
引
き
、
「
『
不
可
離
之
」
な
る
陰
陽
、
い
わ
ゆ
る
兄
弟
を
単
位
と
し
て
、

，
一
日
を
一
組
に
あ
る
い
は
そ
の
倍
数
」
で
物
忌
日
が
決
め
ら
れ
る
と
さ
れ
、
さ
ら
に
「
平
安
貴
族
社
会
は
、
干
の
如
何
を
問
わ
ず
、
二
日
一
組
の
物
忌

の
初
日
を
甲
の
日
、
二
日
目
を
乙
の
日
と
称
す
る
」
と
さ
れ
る
。
他
に
、
加
納
氏
（
注
1
）
は
、
物
忌
日
が
偶
数
で
連
続
す
る
こ
と
を
十
干
と
の
関
連

か
ら
指
摘
さ
れ
、
小
坂
氏
（
注
2
の
後
者
）
は
「
物
忌
の
干
は
、
十
干
の
う
ち
同
じ
五
行
の
兄
弟
の
両
干
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
い
る
」
と
さ
れ
る
。

橋
本
．
力
平
氏
（
「
日
本
の
時
刻
制
度
」
増
補
版
、
塙
書
房
、
一
九
六
六
年
九
月
）
は
、
平
安
時
代
の
日
の
境
界
に
つ
い
て
、
夜
明
け
を
基
準
に
し
て
い
た

こ
と
を
指
摘
さ
れ
、
さ
ら
に
「
夜
明
け
の
時
刻
は
四
季
を
通
じ
て
変
化
が
あ
り
、
夜
明
け
を
基
準
と
し
て
い
て
は
、
極
め
て
複
雑
で
あ
り
か
つ
不
便
で

あ
っ
た
。
そ
れ
で
夜
明
け
に
最
も
近
く
、
か
つ
混
乱
が
起
こ
ら
な
い
丑
刻
の
境
で
、
日
附
を
か
え
る
こ
と
に
し
て
い
た
。
即
ち
丑
刻
い
っ
ぱ
い
は
前
日

で
あ
り
、
寅
刻
か
ら
本
日
と
な
る
訳
で
あ
る
」
と
さ
れ
る
。

「
枕
草
子
』
第
一
一
一
一
O
段
（
新
全
集
）
に
、
参
築
時
刻
を
一
不
す
一
節
が
あ
る
。

頭
弁
（
藤
原
行
成
）
の
、
職
に
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
て
、
物
語
な
ど
し
た
ま
ひ
し
に
、
夜
い
た
う
ふ
け
ぬ
。
「
明
日
御
物
忌
な
る
に
龍
る
べ
け
れ
ば
、
丑

に
な
り
な
ば
あ
し
か
り
な
む
」
と
て
ま
ゐ
り
た
ま
ひ
ぬ
。
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こ
の
箇
所
は
、
早
く
に
三
和
氏
（
注
1
）
が
「
原
則
と
し
て
、
外
宿
者
の
物
忌
参
龍
は
当
日
に
入
る
丑
剖
以
後
で
は
な
ら
な
か
っ
た
」
と
す
る
根
拠
と

し
て
引
用
さ
れ
て
い
る
。

石
埜
・
加
藤
・
中
嶋
氏
（
注
1
）

三
和
氏
は
（
注
l
）
、
御
物
忌
中
の
臣
下
の
所
作
と
し
て
「
禁
中
に
神
仏
事
な
ど
あ
る
折
は
、
上
卿
の
み
事
を
行
い
、
天
皇
は
大
勢
の
参
一
者
に
固
ま
れ

て
慎
ま
れ
て
い
た
。
従
っ
て
か
か
る
際
不
用
意
の
伺
候
は
天
子
の
御
物
忌
を
妨
げ
る
結
果
と
な
る
の
で
、
八
ム
卿
等
は
后
妃
御
殿
な
ど
へ
参
ノ
候
し
で
も
清

涼
殿
へ
到
る
こ
と
を
し
な
い
。
も
っ
と
も
殿
上
問
は
天
子
御
座
所
内
の
事
ゆ
え
、
御
物
忌
中
に
あ
っ
て
は
作
法
を
踏
ま
ず
し
て
昇
殿
す
る
こ
と
も
不
可

能
で
は
あ
っ
た
」
と
さ
れ
る
。

石
埜
・
加
藤
・
中
嶋
氏
（
注
l
）
は
参
篭
す
る
場
所
に
つ
い
て
「
各
自
の
宿
所
で
あ
っ
た
が
、
必
ず
し
も
そ
こ
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
わ
け
で
は

な
か
ろ
う
」
と
さ
れ
、
そ
の
根
拠
と
し
て
「
権
記
」
の
「
成
房
少
将
今
夜
参
入
、
宿
下
｛
目
直
慮
、
依
明
日
士
口
欲
初
参
、
相
当
御
物
忌
也
」
（
長
保
二
年
二

月
二
日
条
）
と
い
う
記
事
を
引
か
れ
て
い
る
。

「
御
堂
関
白
記
』
寛
仁
二
年
四
月
廿
抗
日
条
に
は
「
参
内
裏
見
造
作
所
々
、
無
便
所
々
可
直
向
仰
置
、
摂
政
被
参
、
又
上
卿
七
八
人
許
同
道
、
還
参
内
、

候
宿
」
と
あ
る
。

「
侍
中
群
要
』
（
日
給
事
）
に
、
参
箆
者
に
つ
い
て
、
「
参
龍
御
物
忌
之
人
於
殿
上
口
乃
立
蔀
漫
令
知
参
箆
之
由
」
と
あ
る
。

「
小
右
記
』
で
御
物
忌
の
軽
重
を
記
し
た
記
事
を
次
に
挙
げ
て
お
く
。

＠
（
略
）
今
日
御
物
忌
、
而
陰
陽
家
覆
推
云
、
軽
者
、
の
可
出
御
南
殿
方
、
（
以
下
省
略
）
（
『
小
右
記
」
永
延
元
年
正
月
七
日
条
）

⑥
（
略
）
今
日
節
会
猶
可
有
御
出
敗
、
但
御
物
忌
困
者
、
無
御
出
有
何
事
乎
（
「
小
右
記
』
長
和
三
年
十
一
月
廿
三
日
条
）

①
（
略
）
昨
試
楽
太
不
便
也
、
主
上
依
堅
固
御
物
忌
、
鎖
箆
夜
御
殿
、
供
御
殿
油
、
無
御
出
、
の
左
大
将
参
入
令
関
戸
、
不
出
御
夜
御
殿
御
覧
試
楽
、

（

以

下

省

略

）

（

『

小

右

記

」

治

安

元

年

一

二

月

一

九

日

条

）

傍
線
部
の
よ
う
に
、
程
度
の
軽
重
に
よ
っ
て
、
帝
の
出
御
の
有
無
な
ど
が
決
め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
程
度
が
重
い
も
の
は
、
右
の
記
事
に
あ
る
よ
う
に

「
岡
」
や
「
堅
固
」
と
も
一
百
う
。

な
お
、
鈴
木
一
馨
氏
「
物
忌
の
軽
重
に
つ
い
て
」
（
『
上
口
代
史
論
叢
」
続
群
書
類
従
完
成
会
、
一
九
九
阿
年
七
月
）
は
、
物
忌
を
「
ま
も
る
」
こ
と
と

「
や
ぶ
る
」
こ
と
と
を
通
じ
て
物
忌
の
軽
重
の
意
味
を
論
じ
ら
れ
て
い
る
。

石
埜
・
加
藤
・
中
嶋
氏
（
注
l
）
は
、
覆
推
に
つ
い
て
「
こ
ち
ら
の
都
合
に
あ
わ
せ
る
た
め
に
行
わ
れ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
融
通
を
き
か
せ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
さ
れ
る
。
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